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 本誌は、日本下垂体研究会の会誌として、下垂体及びその関連する分野に関する記事（論文 I、論文 II、短報）とその他（解説、学

会記録、紹介、事務局からのお知らせなど）を掲載する。会誌の発行は年 1 回（3 月末）とする。本誌は、印刷版に加えて Web 掲載

（PDF形式、Open access）する。 

1． 執筆要領 

1) 使用言語は日本語ないし英語とする。 

2) 最初の頁に表題、著者名（所属）、E-mail addressを書く。 

3) 本文に節を設ける場合は、1. ○○○、2. △△△、3. □□□、をつけて節を示す。節の見出しは簡潔にする。 

4) 文字はなるべく常用漢字と新仮名遣いとする。 

5) 述語、物質名などは、できる限り日本語で表し、必要に応じてその原語を（）で示す。ただし、略号に関してはそのまま用

いる。（例）テストステロン、cAMP 

6) 生物名は、片仮名書きの和名で表し、必要に応じて初出時に学名を（）で示す。学名は斜体（イタリック体）文字で標記す

る。（例）ゼブラフィッシュ（Danio rerio） 

7) 人名は、姓の原綴りで示す。 

（例）吉村は、Guillemin と Schallyは、 

8) 原則として国際単位（SI）記号、化学記号、数学記号は立体、量記号は斜体とする。 

（例）h、 cm、A、g、H2O 

9) 数字は、原則としてアラビア数字を用いる。ただし、漢字と結合して名称を表すものは、漢字とする。（例）1 つ、2～3 時間、

50個、数十個、一例 

10) 文献の記載方法 

参考文献は、本文の出現順に並べ、1から順に通し番号をつけて文末にまとめる。本文中での引用箇所には、通し番号を右肩

につけて示す（表示のしかたは下記の例を参照）。著者名を引用する場合、3 名以上の連名のときは“ら”あるいは“et al.”とす

る。 

（例）吉村らによると 1)～3)、･･････である 4)、6)、7)。 

11) 文末の参考文献の記載は、次のようにする。著者が連名の場合でも省略せず、全員の名前を記載する。

[雑誌] 通し番号）著者名, 発行年, 題名, 雑誌名（省略形）, 巻（ボールド）, ページ. 

[書籍] 通し番号）著者名, 発行年, 表題, 編集者, 書名, 出版社, ページ. 

（例） 1) Fujiwara K, Maliza R, Tofrizal A, Batchuluun K, Ramadhani D, Tsukada T, Azuma M, Horiguchi K, Kikuchi M, Yashiro T, 2014, 

In situ hybridization analysis of the temporospatial expression of the midkine/pleiotrophin familyin rat embryonic pituitary gland. 

Cell Tissue Res. 357, 337-44. 

2) 川島誠一郎, 1993, ホルモンとホメオスタシス, 川島誠一郎編、内分泌学、朝倉書店、pp.6-7 

12) 表は簡潔な表題と必要な説明をつけて、本文とは別に作成する。 

13) 図には必ず簡潔な表題をつける。図の表題と説明は、図面原稿とは別紙にまとめて書く。 

14) 図および表の表示は、図 1、図 2、……、表 1、表 1、……の通し番号で行う。これらを挿入する箇所を本文の原稿欄に赤字

で指示する。 

15) 図および表を文献から引用した場合は、引用を明記するとともに、引用の許可が必要な場合には、著者の責任で許可をとっ

ておく。 

2． 原稿は、すべてワードプロセッサー（ワープロ）を使用する。フォントはタイトル、サブタイトルはゴシック体、本文は明朝体、

英数字は Times New Romanを使用する。左寄せで打ち、行間は「1行」とする。特殊なコマンドは使用しない。 

3． 本誌の刷り上がり 1頁は、21字×40行×2段 = 1680字の分量に対応する。 

4． 記事内容 

1) 論文 I: 下垂体あるいは関連分野における最近の目立った研究成果や学界で注目された事象に関する記事を掲載する。（5 千字

～1万字程度 = 図を含めて 4～6頁程度） 

2) 論文 II: 吉村賞を受賞した者に、受賞講演内容に関する総説の執筆を依頼する。（5 千字～1 万字程度 = 図を含めて 4～6 頁程

度） 

3) 短報: 日本下垂体研究会の開催する学術集会において、最優秀発表賞等を受賞した研究者に原稿を依頼する。（1千字 = 図を含

めて 1頁程度） 

4) 解説、学会記録、紹介、事務局からのお知らせなど 

5． その他 

i) 掲載希望の方は、編集委員に連絡の上、発行の 1ヶ月前までに原稿をお届けください。 

ii) 投稿原稿（論文 I）の採用は、編集委員を含む 2名の査読により決定し、その他の採用は編集委員で査読し決定します。 

iii) 本誌に掲載された記事、画像の著作権は、日本下垂体研究会に帰属します。 

iv) 本文中の図は、写真も含め、白黒およびカラーのどちらの使用も認めます。 

v) 掲載料、寄稿や記事の掲載に著者負担はありません。 

vi) 校正は著者による校正を 1回のみ行います。日本下垂体研究会誌編集委員より著者宛に E-mailで初稿が送られますので、校正

して当該委員へ返送してください。

6． 論文の送り先 

各日本下垂体研究会誌編集委員へ E-mail で送ってください。 

印刷原稿の送付先 

〒329-0498 栃木県下野市薬師寺 3311-1 

自治医科大学医学部総合教育部門 

電話: 0285-58-7097 Fax: 0285-40-6664 

編集長  ：菊地元史: kikuchim@jichi.ac.jp 

編集委員： 藤原 研: fujiwarak@kanagawa-u.ac.jp 
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